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キ
シ
!
キ
タ

絵
入
と
の
関
係
に
及
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。
務
宋

で
は
、
正
用
十
三
日
に
十
村
・
山
麹
等
の
銭
安
が
脅

城
し
て
、
務
の
賞
賜
と
饗
磁
を
受
け
た
が
、
古
く
は

十
一
日
で
あ
っ
た
か
ら
‘
践
民
の
キ
Y
ウ
も
亦
そ
の

日
に
行
ふ
償
習
が
起
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
海
岸
地
方

で
は
キ
ジ
ウ
を
起
舟
の
義
に
と
り
、
勝
じ
て
フ
ナ
オ

コ
シ
と
い
ひ
、
海
上
生
活
者
の
安
息
日
と
し
て
祝
宴

を
援
っ
た
。

キ
シ
ョ
ウ
ホ
ン
騎
士
用
本
四
加
。
闘
軍
秀
著
。

此
の
替
は
騎
士
の
戎
袋
・
兵
械
・
馬
具
・
探
製
そ
の
他

の
こ
と
や
・
欝
い
た
も
の
で
、
文
化
ご
年
九
用
の
自
序

が
あ
る
。

キ
シ
ヰ
セ
イ
サ
イ
岸
弁
静
癒
名
は
孝
次
。
叉

松
柏
生
・
自
緯
居
士
・
頒
白
惣
士
と
概
し
た
。
務
の
歩

士
で
、
織
を
森
商
闘
に
犠
び
、
後
陣
駒
・
大
雄
の
風

を
議
う
た
。
明
治
一
一
十
六
年
夜
、
事
年
六
十
八
。

ギ
ジ
ン
ロ
タ
義
人
録

J
ア
カ
ホ
ギ
ジ

y
ロ
グ

赤
認
義
人
録
。

キ
ス
イ
潟
水

J
エ
ッ
チ
ユ
ウ
ヤ
キ
ス
イ
越

中
屋
洪
水
。

キ
ズ
ツ
ケ
ツ
イ
ホ
ウ
務
付
漣
放

4
ミ
ミ
キ

n

耳
切
。キ

ズ
ミ
木
健
闘
至
郡
山
田
郷
に
属
す
る
部
帯
。

明
治
中
に
辛
一
台
、
三
国
・
山
口
、
番
顕
ヶ
谷
と
合
併
し

て
山
岡
と
殴
稽
し
た
。
能
官
自
跡
志
に
，
『
木
住
村
に
.

入
郎
右
衛
門
と
て
、
利
家
公
よ
り
御
挟
持
頂
戴
の
山

廻
役
あ
り
。
新
聞
氏
に
て
、
義
貞
の
子
孫
な
り
。
花

炭
を
焼
く
こ
と
家
侮
也
。
御
上
へ
上
る
也
。
』
叉
箆
腐

の
鶴
上
に
、
『
花
炭
・
細
炭
共
炭
焼
木
住
村
八
郎
右
衛

門
俊
之
、
御
用
之
節
調
上
之
。
』
と
記
す
る
。

キ
ズ
ミ
ホ
信
鳳
荒
都
武
越
の
内
の
小
字
。

キ
完
Z
ナ
9

銀
宋
成
紀
朝
臣
宋
成
は
大
納
言

古
佐
美
の
子
。
幼
に
し
て
頴
情
、
延
暦
年
中
延
試
を

経
て
官
脅
得
た
。
弘
仁
十
ご
年
十
一
月
越
前
守
に
任

じ
、
十
四
年
=
一
周
加
賀
の
越
前
か
ら
閣
か
れ
た
後
之

を
粂
ね
、
同
年
十
ご
月
向
加
賀
守
で
あ
っ
た
こ
と
が

見
え
る
。

キ
セ
ガ
ハ
喜
世
川
能
楽
部
串
茶
屋
の
滋
女
。

明
和
七
年
六
月
寓
悦
川
は
、
そ
の
情
人
小
松
町
の
魚

商
吉
郎
右
衛
門
の
子
育
三
郎
と
共
に
死
脅
期
し
て
今

江
潟
に
赴
き
、
苦
三
郎
は
喜
悦
川
や
・
斬
っ
て
水
中
に

投
じ
た
が
、
時
絡
に
繋
明
に
近
〈
し
て
自
殺
の
機
売

失
ひ
、
小
松
に
邸
っ
て
乳
母
の
家
に
概
制
限
し
た
。
加

賀
務
の
定
之
脅
索
め
た
が
得
ず
‘
乃
ち
そ
の
矢
や
・
捕

縛
し
た
の
で
、
吉
三
郎
は
設
や
・
決
し
て
お
部
ヶ
測
に

投
じ
て
死
ん
だ
。

キ
セ
モ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
着
せ
物
惟
子
胤
一
全
・
榔
輪

島
の
漆
捺
染
者
が
、
漆
邸
側
既
成
の
鑓
巡
遡
す
る
制
帽
所

先
よ
ち
布
聡
子
の
古
穏
を
腕
ひ
来
。
‘
之
売
出
入
人

に
賀
県
し
て
着
古
さ
し
め
、
後
廷
に
敵
き
て
地
貨
を

柔
か
に
し
、
溌
物
の
針
料
た
る
『
き
せ
も
の
』
と
す

る
を
い
£
J

た。

ギ
セ
ン
義
官
一

4
レ
イ
ジ
ユ
ウ
ギ
セ

y

齢
州

議
宣
。キ

ソ
Z
キ
ロ
ノ
キ
木
曾
騒
路
記
一

mm。
小
翻

復
路
の
筆
に
な
る
信
州
木
骨
路
の
放
仔
把
で
あ
る
。

キ
ソ
カ
イ
ド
ウ
木
曾
街
道
石
川
部
松
任
か
ら

成
・
北
安
凶
・
宮
保
・
銭
関
・
北
烏
・
碇
米
米
・
卒
加
や
一
級

て
、
本
音
に
聞
で
、
能
楽
部
安
宅
・
江
泊
郷
湖
柑
そ

過
ぎ
、
越
前
制
呂
木
に
入
る
古
滋
で
、
木
骨
義
仲
雨

上
の
際
こ
の
協
を
と
っ
た
と
錦
、
今
も
木
品
川
街
道

と
呼
ん
で
ゐ
る
。

'
キ
ソ
ザ
カ
木
曾
坂

4
ウ
一
フ
モ

y
ザ
カ
市
民
門

坂。
キ
ソ
ヂ
ノ
キ
ホ
曾
跨
之
記
一
加
。
竹
削
昌
忠

箸
。
金
需
か
ら
木
曾
路
・
9
・
箆
て
江
戸
に
往
っ
た
紀
行

で
、
躍
起
四
年
間
六
月
サ
一
目
指
仰
侠
に
供
奉
し
て
出

渡
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ソ
ヨ
シ
ナ
カ
ノ
ガ
ン
シ
ヨ
木
曾
義
仲
の
腐
番

木
骨
義
仲
が
供
利
伽
線
戦
勝
の
後
、
一
中
軍
脅
迫
う
て

雨
上
し
た
際
、
能
美
郡
小
松
の
多
太
跡
祉
に
上
っ
た

と
い
ふ
願
訟
は
、
議
永
二
年
百
.
月
廿
一
日
の
目
附
を

も
つ
も
の
で
、
同
社
に
磁
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
に
関

し
て
は
、
越
山
管
制
比
二
一
州
志
に
『
最
胤
按
、
九
近
願
欝
は

平
家
物
訴
に
、
多
太
八
幡
へ
義
仲
蝶
屋
煎
青
山
市
迩
す

と
い
ふ
文
あ
る
に
依
っ
て
、
後
悦
八
幡
洞
令
の
波
才

あ
る
も
の
舵
作
せ
る
者
と
見
え
た
む
。
封
胤
脅
て
此

八
栃
祉
に
・
織
で
、
純
し
く
本
部
や
・
見
る
に
、
録
制
作
銀

艇
挺
ふ
べ
ま
雌
多
し
o
h
と
い
う
て
ゐ
る
の
は
、
腕
る

常
然
の
論
で
あ
る
。
柴
原
信
売
も
そ
の
柳
賂
随
鉱
に
、

『
今
考
る
に
、
此
添
欽
は
俗
作
せ
し
物
な
h
y
。
源
平
搬

袋
犯
に
枕
す
る
地
生
の
新
八
概
服
部
は
、
是
の
添
放

の
日
附
よ
り
傑
十
目
前
に
て
、
大
夫
妨
m
克
明
が
草
せ

し
所
な
り
。
共
交
に
、
骨
粗
尖
前
陸
奥
守
義
家
籾
問
、

お
=
附
身
於
宗
府
民
族
勺
自
v
焼
=
入
臓
太
郎
二
宮
々
、

と
記
す
。
今
此
の
添
放
に
、
我
組
と
一
宮
ひ
て
骨
粗
焚

と
云
は
ず
。
隙
奥
守
義
家
と
記
し
て
、
前
字
と
朝
院

や
・
去
り
て
録
せ
ず
。
我
砲
と
は
、
高
蔵
焚
よ
b
以
往

宇
一
解
す
る
手
な
り
。
義
仲
朝
臣
決
し
て
義
家
朝
院
を

我
組
と
稽
せ
ら
れ
ず
。
叉
前
字
と
朝
臣
と
は
、
自
由

に
取
鎗
す
べ
き
に
非
ず
。
東
鑑
の
列
衡
や
・
見
て
も
知

る
べ
し
o
w人
今
年
義
仲
裁
z
殺
於
越
中
供
利
伽
綴
「
同

盟
r
A
n
v
A行
口
箪
於
加
賀
凶
-
と
云
ふ
は
穏
な
る
べ

し
。
供
利
伽
締
合
戦
は
五
月
十
一
日
な
b
。
加
賀
渡

向
は
六
周
一
日
な
b
o
n峨
事
務
六
十
除
歳
、
・
率
殴
=

共
命
九
時
都
永
二
年
流
用
廿
一
日
と
い
ふ
も
細
川
な

b
o
n賊
七
十
-
一
一
歳
、
天
永
二
年
辛
卯
の
誕
生
と
、

源
平
時
間
表
記
・
鷲
藤
系
闘
に
記
せ
る
に
従
ふ
ぺ
し
。

討
死
の
日
は
六
周
一
日
に
し
て
‘
五
周
骨
『
日
に
非
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二
三

O

ず
。
此
等
の
激
僚
に
依
て
、
一
裕
紋
の
侭
を
容
定
す
べ

し
。
去
れ
ど
も
無
解
に
涯
き
慨
の
物
に
非
ざ
ろ
な

h
v
o
』
と
論
じ
て
ゐ
る
。

キ
タ
北
石
川
郡
戸
板
郷
に
鹿
す
る
部
帯
。

キ
タ
北
河
北
郡
笠
野
郷
に
臨
す
る
都
帯
。
明

治
中
殴
め
て
山
北
と
し
た
。

キ
タ
北
河
北
郡
金
棒
庄
に
毘
す
る
部
帯
。
明

治
中
殴
め
て
郡
北
と
し
た
。

キ
タ
北
脇
京
都
房
削
の
内
の
小
字
。

キ
タ
ア
ガ
タ
ホ
北
英
国
保

4
ア
ガ
タ
ホ
英

m保。キ
タ
ア
サ
ヰ
北
溌
弁
能
楽
部
商
代
郷
に
印
刷
す

る
部
務
。

キ
タ
イ
チ
北
-
字
は
県
明
。
文
久
三
年
二
月

能
脅
.
七
局
に
生
ま
れ
、
八
歳
-M.脅
疾
ん
で
明
止
符
央
し

た
。
絃
琴
の
箱
奥
に
逝
じ
て
迭
に
検
授
に
任
ぜ
ら

れ
、
事
和
三
年
五
周
廿
二
日
六
十
六
厳
令
・
以
て
授
。

キ
タ
イ
チ
北
市
能
美
郡
山
上
郷
に
邸
ナ
v
心
部

務
。
そ
の
小
字
竹
駿
は
明
治
申
分
か
っ
て
濁
ホ
部
訴

と
し
た
。

キ
タ
イ
チ
ヤ
テ
イ
ガ
北
市
屋
刃
霊
小
松
の
俳

人
。
一
競
様
庵
。
天
明
六
年
二
月
サ
六
日
烏
跡
と
北
ハ

に
、
蝶
蛾
・
芳
野
・
須
謄
・
橋
放
に
遊
び
、
紀
行
集
か

さ
の
は
な
を
著
し
た
。

キ
タ
ウ
ラ
北
浦
臨
永
十
九
年
八
月
十
一
日
附

天
野
彦
次
郎
宛
厨
の
知
行
紋
に
、
『
能
脅
凶
直
挺
保
内

布
浦
一
分
地
顕
職
事
-
X
々
』
と
あ
っ
て
、
北
捕
は
羽

咋
郡
で
あ
る
が
、
今
そ
の
地
名
が
な
い
。

キ
タ
ウ
ラ
北
滞
対
日
鳳
辛
一
郡
飯
川
谷
の
内

の
小
字
。

キ
タ
オ
ン
キ
ヨ
タ
タ
北
御
居
宅
寛
政
八
年
十

一
周
江
戸
本
郷
邸
内
に
町
田
治
倫
の
世
嗣
持
腐
の
臨

る
別
殿
を
北
旬
居
宅
と
帯
し
た
。
も
と
膏
敬
の
住
ん


